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今後の課題
・Promela記述の改良
・ケーススタディの増加による手法の有効性向上
・シナリオ分析手法の確立と定量的な評価
・停止要因に対する改善策の提案と再検証

ケーススタディ

Simulinkモデル「Manipulator Ball Tracking」の例[3]

先行研究[1]で作成した変換後FRAMモデル→プログラム

FRAMモデルのモデル検査による再現
作成したプログラムをそのままモデル検査
⇒全機能が想定通りに動作⇒Promela記述の正当性確認
シナリオに基づいた分析
指摘シナリオから、変動を反映したプログラム差分の作成
⇒機能「RobotMotion」で停止を検出

モデルベース開発
モデルベース開発 (MBD:Model Based Development)
システム開発において
設計情報のモデル化、シミュレーションなどの実現
⇒設計と実装における複雑さの解決を図る
MATLAB/Simulink
MBDにおいてよく使われる手法のひとつ

先行研究[1]では
Simulinkモデルを対象に
後述のFRAMに基づくモデルを作成する方法の提案

機能(結果を出力する活動や活動の集合)を同定
6つの側面(I,O,P,R,T,C)によって特徴づけ
⇒システムをFRAMによって表現

FRAM[2]

機能共鳴分析手法
(FRAM:Functional Resonance Analysis Method)
レジリエンスエンジニアリングに基づく安全分析手法のひとつ

側面 特徴
入力(I ) トリガー，機能で処理されるもの
出力(O) 処理の結果

前提条件(P) 動作前に成立している条件
資源(R) 機能で消費されるもの
時間(T) 動作に関する時間的制約等
制御(C) 機能のモニターや管理を行う

モデル検査手法
モデル検査：システムの状態を網羅的に探索することが可能
本研究では、網羅的な探索により機能の変動の影響を
掴むことでＦＲＡＭに基づいた検査を目的とする

機能のプロセス化 側面のチャンネル化

先行研究[1]によって作成した変換後FRAMモデルから
モデル検査器SPINで検査を行うためのプログラムを作成

フロー制御

ベースプログラム

シナリオ変動付き
プログラム
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